


質問コーナー

Ｑ. 雑草を全く生えさせないようにする土壌改良の方法はある？
雑草は、土の中に種が混ざっていたり、風に乗って種が飛んできたりして、必ず生えてきます。雑

草だけを生えさせなくする方法はありません。
農業分野では、水田で発芽抑制剤（土壌処理剤）がよく使われ、田植えした稲の苗を枯らさずに後

から生えてくる雑草を抑えるようにしています。しかし、1 つの農作物を広範囲に植える農業と、多
種類の植物を同区画の花壇に植える園芸とでは状況も違いますし、植物によっては薬害がある可能性
もあります。

面倒くさいですが、日頃から花壇をよく観察し、雑草を見つけたらこまめに抜くのが 1 番簡単で確
実な方法でしょう。

Ｑ.「種蒔き用の土」と「ポット用の土」の違いは？
種蒔き用の土には肥料分が含まれていない、もしくは大変微量にしか肥料分が含まれていません。

また、無菌に近い状態で、非常に清潔に出来ています。本葉が出てきてポットあげする際に使う土は、
市販の一般的な培養土で構いません。「ポット用の土」という製品も売られていますが、「種蒔き用の土」
と「ポット用の土」の違いは 肥料が含まれているかいないか です。

また、ポットあげする際のコツとして、3 日ほど前に 2000 倍に希釈した液肥を与えてからポット
あげすると根が締まるので、興味があればやってみてください。

マルチングには、水の跳ね返り防止のほかに、土の乾燥防止、土の保温、雑草防止、 病害虫の防止、
降雨による土の固化防止、用土の流出防止などの効果があります。

Ｑ. 花壇に植えた苗の下葉だけが黄色くなってしまうのはなんで？
苗の下葉だけが黄色くなってしまうのには、いくつか原因が考えられます。

①肥料の与えすぎ
肥料を与えすぎたりすると、栄養過多になり葉が枯れていくことがあります。

②土壌の酸度調整があっていない
大抵の植物は弱酸性の土壌を好みますが、中性や弱アルカリ性の土壌を好む植物を酸度調整せずに

植えてしまうと、葉が黄色くなったり枯れたりします。
③葉の寿命

葉の生育が終わって黄色くなっていくことがあります。
④水の与えすぎ

植物によっては水を与え過ぎが生育環境と合わない場合があります。また、潅水の跳ね返りで葉の
裏面の気孔が塞がってしまうことで、葉が黄色くなる場合もあります。潅水の勢いを弱めたり、マル
チングなどで跳ね返りを防ぎましょう。

用土を配合してみよう！

用土は数種類を配合して作ります。何を植えるかによってブレンドの割合は変わってきますが、
植物に適した基本用土を選び、それを補う土壌改良土を混ぜるという方法は共通です。

今回は標準的な配合例として、混ぜる用土、土壌改良材の分量を全て同じにしています。実際に
ご自身で配合する際は、この土をベースとして、植える植物や庭土の状態を見て、足りない要素を
足していきましょう。

・トロ箱
（なければ大きめのタライなど）

・バケツ
・クワ／スコップ

◆用意するもの◆
・赤玉土
・鹿沼土
・腐葉土
・ピートモス

・バーク堆肥
・パーライト
・バーミキュライト
・緩効性肥料

1 用意した用土と土壌改良材をバケツを使っ
て同量ずつ量ります。（例えばバケツ 1 杯
ずつ、バケツ 1/2 杯ずつ等）

2 同量ずつ量った用土と土壌改良材をトロ
箱に入れ、その全体量に適した量の緩効
性肥料を入れます。

3 クワやスコップを使って、全ての用土を土
壌改良材が均一になるように混ぜ合わせま
す。トロ箱の端などは特に混ぜ残しがある
ので注意します。

4 均一に混ぜ合わさったら出来上がりです。
これをベースに、排水性を高めたい場合
はパーライトを足す、保肥性を高めたい
場合は腐葉土を足す等して調整します。

腐葉土赤玉土赤玉土赤玉土

バーミキュライトバーミキュライトバーミキュライト

パーライトパーライトパーライト 鹿沼土鹿沼土鹿沼土 バーク堆肥
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